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１．研究主題    「やりたい」「やってみよう」の思いの中の子どもの心 
～心の動きや行動の変化から考える環境構成と援助の在り方～ 

 
２．研究年度        初年度 
 
３．研究主題設定理由 
子どもの心が動いた姿や行動には、心が動いた瞬間と考えられるしぐさや表情、言葉であ

ったり、そのきっかけとなるものがある。実践においては、そのことを踏まえて子どもたち
の「やりたい」「やってみよう」という思いの中の「心の動き」や「行動」をより深く捉え
て遊びや生活の中での環境や援助の在り方を検討していくことの重要性を感じている。 
そこで、子ども達はひと・もの・ことをどう見て、どう感じ、どのように向き合っている

のか、心の動きや変化を子どもの視点で着目して環境構成や援助をすることで、子どもの姿
や活動がどのように変化し子どもが「やりたい」「やってみよう」を実現していくのかを探
ることとした。 
 
４．具体的な研究内容 
 ①研究のねらい 

子どもの「やりたい」「やってみよう」を実現するための子どもの心の動きに基づいた
環境構成や援助の在り方について考える。 

 ②研究の重点 
・研究主題について職員相互の共通理解を図り、具体的な取組の方法を探る。 
・日々の保育実践を振り返り事例検討を通して、子どもの視点に立ち、心の動きや姿を
捉える視点を明確化する。 

・子どもの姿や行動の変化にかかわる環境構成や保育者の援助の在り方を検討する。 
 ③活動の方法 
  0～5歳児の各実践事例について心が動いたきっかけ、心が動いた瞬間、    ） 
  の 3点で分析をし、検討した。 
 
【０歳児】８月 「まてまてー」 
ねらい：歩く、しゃがむ、ハイハイするなど体全体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

保育者との信頼関係ができ、身近な人への関心、関わりが広がる。 
ベビーベッドの下をトンネルにしてＡ児がハイハイで通り遊び始めた。隠れてたので

「あれ？Ａちゃんいないなぁ…どこいったか
な？」「あっ見えたね。ばぁ！」と保育者が声を
掛けると「ばぁ」と覗いて保育者の顔を見て喜ぶ。保育者の「ばぁ」の言葉を待ちながら、
何度もいないいないばぁをして楽しんでいた。その様子を見ていたＢ児

がやってきた。「Ｂちゃんもきたね。どこいっ
たかな？ばぁ！」と同じように声をかけると

Ｂ児も笑顔で遊び始め、Ａ児とＢ児は代わるがわるハイハイや「ばぁ」を繰り返し、保育
者とのやりとりを楽しみながら遊んでいる。隠れるタイミング
が 2 人揃った時を見計らって「あれ？ＡちゃんもＢちゃんもい
ないな…」「2 人ともどこいったのかなぁ？」と 2 人がお互いの存在を意識できるような
声掛けをする。 その言葉を聞いた 2人は隠れて、 保育者の「ば
ぁ」という声に合わせ同時に顔を出した。「うわぁ! びっくりし
たぁ。ＡちゃんもＢちゃんもいたね」「ばぁ!」と保育者が 2人一緒に出てきた楽しさに共
感し驚いた様子を見せると、顔を見合わせながらキャッキャ
ッと喜んで笑う。もう一回しようとＢ児がハイハイを始め、

その後にＡ児が続いた。「Ｂちゃん、Ａちゃんが後ろから来
たよ。逃げてー」「Ａちゃん、Ｂちゃんのことまてまてー」

と追いかけっこをしているような雰囲気になるように声を掛ける。Ｂ児は保育者の言葉
を聞いてキャッキャッと声を出しながらハイハイのスピードを上げ
た。それを見てＡ児もハイハイの 

 

 

 

 

 

心の動き 

顔が見えたり隠れたりすることが面白い（ドキドキ）
ばぁ！まだかな（ワクワク） 

 
 

おもしろそうだなぁ
（ドキドキ） 

楽しい、もっとしたい！（ワクワク） 
 

 
ばぁ！が楽しい（もっとやりたい） 

おもしろいね。楽しいね！（興奮・ワクワク） 

ばぁ！まだかな（ワクワク） 

何だか楽しい（ワクワク） 

私ももう 1回したい（ワクワク） 

 
Aちゃんが来た。逃げよう！（ドキドキ） 



スピードを上げる。「うわぁＡちゃんがまてまてーだって!」「Ｂちゃんが逃げよーだっ
て!」と 2人の行動を言葉にして遊びを盛り上げる。「まてまてー」
「逃げてー」のドキドキするような声掛けに何度も何度も繰り返し
て遊びが続き、3人の笑い声が続いた。 
〈評価〉 
保育者との安定した関係が大きな基盤となり、安心して遊べるようになってきた。繰り返

す楽しさ＝パターン化された安心感(わかっているからこそ面白い、期待する)を楽しむよ
うになる。保育者の簡単な語りかける言葉がわかり始めてきたため、行動や気持ちに共感、
代弁したり、場の雰囲気をつくったりすることで、保育者や他児、また他児の遊びを意識し
たり関わろうとしたりして心動くきっかけとなっている。このことからそういった援助を
大切にしてこれからも関わっていきたい。心が動いた瞬間のサインは言葉がまだ出ていな
い分、声や目の輝き、表情、四肢の動き、アイコンタクトなど様々な反応で表されるため、
見逃さず受け返せるかが大切であることも改めてわかった。 
 
【１歳児】１０月 「もっかい！」 
ねらい：登ったり滑ったりして、思いきり体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

     保育者との信頼関係の中で、言葉や身振りで安心して自分の思いを表出する。 
 Ａ児は築山を登ろうとするがうまく前に進まず、一緒に遊んでいた保育者の方を見て

「せんせい！せんせい！」と手を出す。Ａ児は保育者と手
を繋いで築山を登り始めると、途中で偶然足を滑らせ、「あ
ー！」と言いながら築山の下まで滑り落ちる。一緒に楽し
さを感じてほしいと思い、保育者がＡ児の真似をして「あ
ー！」と滑り落ちる真似をすると、その様子を見てＡ児は声を上げて笑う。もう一度やり

たいのか、Ａ児は保育者の顔を見て何か言いたげに
しているので、保育者はＡ児の目を見ながら「もう

一回登る？」と指を「１」にして声をかける。保育者の言
葉を聞いて笑顔になったＡ児は、保育者の手ぶりを真似な

がら「もっかい！」と言い、また築山に登り始める。さっきと同じ場所で「あー！」と言
って笑いながら滑り落ちたＡ児は、再度保育者の顔を見
る。安心して思いを表出してほしいと思い、保育者は笑
顔でＡ児の言葉が出るタイミングを待つ。さりげなく指を「１」にしてＡ児に見せると、
Ａ児自ら「もっかい！」と言葉で思いを表出し、保育者の手を引いて

築山を登り始めた。その後も、何度も登った
り滑ったりしながら、最後に築山のてっぺ
んまで登ることができ、満足気な顔をした。 

＜評価＞ 
少しずつ周囲に興味がでてきたＡ児の様子を捉え、そばで見守りながらＡ児の表情を見

逃さずにキャッチしたり、保育者との一対一のゆったりとしたかかわりを大切にしたりす
ることで、Ａ児が安心して思いを表出することに繋がったと思う。また、保育者がＡ児の表
情や声を真似たり、「もっかい！」の言葉に応えて繰り返し一緒に遊んだりしたことで、楽
しい時間を共有しながら満足感を味わうことができたと感じる。今後も１人１人のペース
を大切にしながら、保育者との安定した関係を築いていきたいと思う。 
 
【２歳児】１０月 「恐竜の骨、さがしてるの」 
ねらい：保育者や友達と一緒に見立てやつもり遊びを楽しむ。 
Ａ児が砂場でスコップを使って砂を掘っている姿を見て、「Ａくん、砂掘ってるの？」

と保育者が聞き、Ａ児がどのようなイメージの中で砂を掘っているのか探る。保育者の問
いかけに対し、Ａ児は「うん！恐竜の骨、さがしてるの」 
と答える。Ａ児と保育者が砂を掘っている姿を見てＢ児が「何してるの？」と聞き、「Ａ
くんと恐竜の骨、探してんねん。」と保育者が答え、遊びのイメージを共有する。3 人で
しばらくの間「恐竜の骨、どこにあるかな？」「まだ出てこないなあ。」と言いながら砂を
掘り、保育者が砂の中から小さな石を見つけ、「うわ！これ、
恐竜の骨じゃない？」と 2 人に尋ねる。2 人は揃って「それ
は、石や。」と答え、再び掘り始める。 
保育者は 2人の思いを受け止めながら、「恐竜の骨って、どん

なんやろうなあ。おっきいのかなあ。」と問いかけると「うん、
おっきいで！」とＡ児が答える。そこへＣ児も来て 4 人で掘り
始め、保育者が再び砂の中から石を見つけるが、Ａ児は「それも違う。石や。」と言う。
保育者は更に恐竜の骨のイメージを広げたいと思い、
「恐竜の骨って何色なんやろ？」と 3 人に問いかける
と「茶色！」「白！」「ピンク！」とそれぞれに思っている色を答える。そして再び掘り始
めるが、片付けの時間になる。結局その日は、恐竜の骨は見つからなかった。 

 
恐竜の骨を見つけたい（ワクワク） 

 
もっと探したい（ワクワク）（興味） 

思っているのと違う（イメージ） 

 
恐竜の骨はおっきいんだ！（イメージ） 

 
もっと探したい（ワクワク）（好奇心） 

思っているのと違う（イメージ） 

 

先生も同じことしてる！おもしろい！(面白い) 

もう一回したいな…どう言えばいいのかな…(戸惑い) 

言いたいことが伝わった！嬉しい！(喜び) 

こう言えばいいのか！もっとやりたい！ 
(楽しい)(ワクワク) 

楽しかったな！(満足感) 

もう1回したい！楽しい！（楽しい）（ワクワク） 

うまくいかないな、助けてほしい(困惑)(要求) 

 
茶色・白・ピンクの骨、あるかなあ（期待）（興味） 

 
何かとにかく楽しい！ 

（もっともっとやりたい） 



＜評価＞ 
Ａ児の「恐竜の骨、さがしてるの」という遊びのイメージを保育者の仲立ちのもと、Ｂ児

やＣ児と共有しながら遊ぶ姿があった。また、恐竜の骨のイメージがどのようなものなのか
大きさや色を子ども達に聞き、それぞれのイメージを受け止めながら遊びを進めた。子ども
達のイメージする恐竜の骨を作ることも考えたが、「どこにあるかな？」と期待しながら砂
を黙々と掘る姿を見て、ワクワクしながら掘ることを楽しめるようにした。結果、片付けの
時間になっても骨が見つからなかったことを残念がる様子はなく、満足した表情をしてお
り、次の日の遊びにも続いていた。 
 
【３歳児】１０月 「火山の噴火や！」 
ねらい：保育者や友達と一緒に山をつくることを楽しむ。 

     砂や水などに触れて遊ぶ中で、その特性や面白さを感じる。 
砂場でＡ、Ｂ、Ｃ児がスコップやコテ、シャベルなどを使って山を

つくり始めた。山がある程度の大きさになると、Ａ児が「トンネル掘
る」と言ってじょうごを取りに行き、山にじょうごを
突き刺した。穴があいた様子を見て、嬉しそうに「穴
あいたね～」と言って、その横にもう一度じょうごを

突き刺した。その姿を見て、Ｃ児も同じようにじょうごを取ってきて、Ａ児と一緒にいく
つも穴をあけ始める。山にたくさん穴をあけると、Ａ児は「穴いっぱい」と手をたたいて

喜んだ。Ｃ児はペットボトルに水を入れて持ってくると、あけた穴
の中に水を入れた。すると、山の中に水が吸い込まれる様子を見て、

「お水なくなった！」と興奮気味で保育者の方を見て、何度も水を汲
みに行き、穴の中に水を入れた。保育者も「あれ？お水なくなったな

ぁ。面白いなぁ。」とＣ児の驚きを受け止め
ると、Ａ児も同じようにペットボトルに水を入れ、穴の中に水

を流し始めた。繰り返し穴に水を入れていると、今度は水が溢れ出してきた。Ａ児は「う
わぁ！火山の噴火やぁ」とＣ児や保育者の方を見て驚いた。「すご
い！お水溢れてきたなぁ。火山が噴火したみたいやなぁ。」と子ど
もと一緒に驚き、共感すると、Ｃ児は何度も繰り返し穴に水を入
れ、Ａ児は「マグマの流れるところつく
る」と言って水が流れる道を掘り始めた。 

〈評価〉 
毎日繰り返し山づくりをする中で、こういう山をつくりたいというイメージをもって遊

んでいた。山のトンネルをつくるために穴をあけると、穴をあけることが楽しくなり、穴だ
らけの山になったが、子どもの「おもしろい」「こうしたい」という思いを尊重し見守った
ことで、水を入れると吸い込むことに気付き、繰り返し入れることで水が溢れるという偶然
の面白さに出会うことができた。子どもが「おもしろい」と感じた瞬間を保育者もそばで共
有し、驚きや興奮を受け止めたことで、「もっとやってみたい」「こうしてみよう」という思
い付きや好奇心に繋げることができた。 
 
【４歳児】６月 「めっちゃでっけえ宝石見つけた！」 
ねらい：水や砂、土、泥などの感触を楽しみながら遊ぶ。 

     気の合う友達と一緒に遊ぶことを楽しむ。 
砂場で石を探す“宝石探し”の遊びをしていた子ども達が、園庭の地面に埋まる大きな

石を見つけた。5人の子ども達は「先生、めっちゃでっけえ宝石見つけた！」と興奮しな
がら保育者に伝え、手で石を掘り出し始めたが、「全然取れへん」と 
上手くいかない。Ｃ児が「そうや。水掛けよ！」と石の周りに水を掛 
けるが、なかなか地面の砂は削れない。次にＣ児は「おっきいスコ 
ップ持ってくるわ！」とシャベルを使うことを思い付くがうまくい 
かない。保育者も「なんかやりにくいな」と子どもの気持ちに共感し 
ながら一緒に掘り進める。するとＤ児が「小さいのあったらいいやん 
！」と思い付き、スコップを使い始めた。しかし、スコップでもうま 
くいかず、段々力任せに叩きつけるようになる。砂は少し削れてきた 

が、まだまだ取れそうにない。「どれぐらい 
でかいんやろ？」「カメの甲羅みたいやな」などと、石の模様

や形に気付き、興味をもち始めるが片付けの時間になってしまった。「また明日もしよ
う！」「絶対に取ろな」と諦めずに取り組もうと 
する姿が見られた。 
〈評価〉 
この遊びを通して、地面の砂の固さに気付く子どもの姿が見られた。固い地面から石を掘

り出すのがうまくいかなかったことがきっかけとなり、様々なアイデアを友達と出し合っ
て、試しながら遊びを進めていく姿に繋がった。柔らかい砂場の泥の中ではなく固い地面で
あったため、このように思考や探求を深めながら遊びを進めていくことができた。また、保
育者も子どもたちと一緒になって上手くいかない気持ちに共感しながら様々な方法を試し、

 
砂場以外にも宝石があった！ 
しかもかなり大きい！ 
（偶然の発見）（興奮） 

 

 
いいこと思い付いた！ 
こうしてみたらどうだろう？ 
うまくいくかもしれない。 
（思い付き）（どうなる） 

 

 

もっといいこと思い付いた！ 
次はこうしてみたらどうだろう？ 
うまくいくかもしれない。 
（もっとやりたい） 

（思い付き）（どうなる） 

 
 

色々試してみたけど石は取れそうにないなあ。 
（もういいや）（諦め） 

 

 
やっぱり諦めきれない。もうちょっとで取れるかもしれない。 
掘り出せたらどうなるかな。（もっとやりたい）（どうなる） 

 

思っていた通り上手く 

穴があいた！（喜び） 
楽しそう！同じようにやってみたい！

（興味） 

やったー！いっぱい穴があいた！ 

（面白い）（達成感） 

なくなった！どうして？（驚き） 

面白そう！自分もやってみたい！（好奇心） 

さっきまでお水なくなってたのに溢

れた！なんで？（驚き）（面白い） 

もっとやりたい！もっと水を入れたらどうな

るかな？（楽しい）（予想）（期待） 
いいこと思いついた！もっとこうしたい！

（思い付き） 

じょうごで穴をあけてみよう！

（試す） 



子どものアイデアを拾ったり広げたりしたことで、何度も試したり工夫したりしながら遊
ぶ姿に繋がった。 
 
【５歳児】１０月 「イライラしてきた…」 
ねらい：友達と試したり、工夫しながら遊びを進める。 
    友達と目的を持ち、考えを出し合ってやり遂げようとする。 
トイやパイプをつなげて、ドングリやビー玉、ピンポン玉を転がして 

遊んでいる。Ａ児は長いコース作りに挑戦していたが時間が足りず 
作り切れなかったが長いコースを作りたいと言う思いを持ち、前日の振り返りで「友達がた
くさん来て欲しい」と話していた。コースを作り始め「こっちから向こうにいきたい」とＡ
児が話し、「これお願い」と友達と協力してトイや台を石垣の上 
に運ぶ。目標の場所までトイをつなげられると「1回転がしてみよ」 
とビー玉を転がし、何度か試すが、コースの曲がる部分のパイプのところでビー玉が止まっ
てしまう。保育者が「なんで止まるんやろ？」と問いかけると 
パイプをのぞき込み「ここで止まる」「段になってる」「上に向い 
てるからかな」と子ども同士話し合う。Ａ児が、パイプの向きを変えようとすると他の部分
のトイが崩れてしまいコースが壊れてしまう。それぞれコースを直そうとするがまた壊れ
てしまう。Ａ児はパイプの向きを変えようとするが重さもあり上手くいかず「イライラして 

きた…」とガクッと肩を落として、ため息をつく。様子を見守っていた保育者 
が「みんなにどうしたいのか話してみたら？」と提案するとＢ、Ｃ、Ｄ児にＡ 
児が「これをこっちに向けたいけど、一人でできひん」 

と話す。「ここかぁ」「まずここからしよ」と 4人でパイプの向きを調節 
し始め、持ってきた木の台で、パイプをはさむと思って 
いる方向にパイプを向けることができた。壊れたコースを 
直して「いけそう」「試してみよ」とビー玉を転がし、みんなでビー玉の行方を追いかけな 

がら見て、最後まで転がるとＡ児は「やったー！」と飛び跳ねてみんな 
で喜んだ。 

＜評価＞ 
友達と「ここまでコースをつなげたい」と目的を共有してトイやパイプをつないでコース

を作ることができたが、転がしてみると止まってしまう場所があった。何度か繰り返すが止
まってしまい、ここで止まるという事はわかるが「なぜ？」というところには思いが至らな
い姿があった。「なんでとまるんやろ？」と保育者が問いかけることで、その原因に気付く
ことができた。また、自分達で遊びを進めて欲しいという思いで見守り、Ａ児がパイプの向
きを変えたいが一人では上手くいかずにつまずき、「イライラしてきた」と思いを表現した
時に、保育者がその心の動きを見取り、みんなに話す事を提案した。Ａ児が言葉で思いを伝
え、まわりの子も思いを受け止めることで一緒にパイプの向きを変え長いコースを作るこ
とができ、最後までビー玉を転がしたいという目的を達成することができた。 
 
５．研究の成果 
・心の動きをふきだしにすることで、子どもの思いを中心に姿や活動を捉えて視点を焦点化
することができ、保育者として見取りの精度が高まり、改めて子ども内面、心の動き、行
動の変化といった子ども理解を深めることにつながった。 

・子どもの視点に立ち心の動きに焦点を当てて各年齢の事例を検討する中で、自分の見取り
や考えを他者に伝わるように言語化したり、他の保育者の視点や発達とも照らし合わせ
たりするとともに、各年齢の育ちを連続した育ちとして共有しながら、各実践を振り返り
見つめ直す機会となった。 

・乳児、幼児の担任間での事例検討の時間確保が難しい中、読み解きの方法を共有し、検討
の時間の持ち方や内容を深めていくための話し合い方をその都度見直しながら進めてい
くことができた。 

 
６．今後の課題 
・事例では、吹き出しという形で心の動きをそれぞれの書き様で表記してきたが、発達に応
じた言語表現や、より子どもの心に合った表現がどのようなものかをさらに検討してい
く必要がある。 

・子どもの具体的な思いを中心に事例の検討を続けていく中で、どのように保育者の援助や
環境構成に活かしていくのかを事例の評価の記載内容と共に探っていきたい。 

・乳児、幼児の職員間で十分な検討が行えるよう、効率的な検討時間の確保の方法を引き続
き課題としつつ、園内研修等の活用も考えながら取組をすすめていきたい。 

たくさん友達がいれば長い
コースができそう。（予想） 

できた！ちゃんと転がるかな？（試す） 

どうしてとまるんだろう（疑問・予想） 

やりたいけどでき
ない（つまづき） 

できなくて困っている。一緒に
してほしい（思いを伝える） 

みんなでここからしてみよう（友達の思いを受け止める） 

これで最後まで転がるかも 
（予想・期待） 

止まらずに進んでほしい（願望） やった！うまくいって嬉しい。（達成感・感動） 


